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　学生の受け入れは今回で
21人目です。ほとんど日本語
で意思疎通ができたし、優し
く素直な学生たちなので楽し
く過ごすことができました。
　学生たちには、立派な社会
人になり、八幡平市にまた訪
れてくれたらとても嬉しい
です。

　日本に来るのは２回目です。自
然が印象的で京都より綺麗だと思
いました。ホストファミリーのお
母さんと手作りの工芸品制作に挑
戦したことも思い出です。
　今回の滞在で、日本語に自信を
持って話すことが出来るようにな
りました。将来は外交官になりた
いと思っています。
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タイ・タマサート大学生７人が本市で交流

関係者の協力で華道など伝統文化を体験

八幡平ドラゴンアイを見て喜ぶ学生

日・タイ文化交流会では「ソングラーンの踊り」を披露
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